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第2回
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（11月）

第3回
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第4回

6月
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（1月）

考査

1

6月
(11月)

メディア学習
により免除

0 レポート
視聴報告書

レポート
視聴報告書
行動観察
課題プリント

スクーリング
6～7月

(10～12月)

慣用句の意
味を正しく理
解し、活用で
きるようにす
る。
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目標
【学習指導要領】

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現
する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）  実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（2）  論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるように
する。
（3）  言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向
上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わ
ろうとする態度を養う。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

文章の主旨や筆者の主張を的確に捉えられるように、語句や慣用句の意味を正し
く理解させる。また、それらを自分の表現に活用できるようにする。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標
面接指導(単位時間)

評価方法

【知識・技能】
本文の語句について、指示された言葉の意味と働きを理解し、使われ方についても理解す
ることができたか。また、個々の段落の内容と相互段落の関係を理解することができたか。
【思考・判断・表現】
評論を読んで、表現の特徴に注意して筆者の考えを読み取ることができたか。また、提示さ
れた問題を的確に把握することができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の主張を踏まえ、自分の考えをまとめることができたか。

評価の観点

前
期

(

後
期

)

1.広がる風景
・「対話とは何か」

・「世界をつくり替えるために」

評論を読んで、表現
の特徴に注意して筆
者の考えを読み取る
ことができる。

面接指導（単位時間）　合計

2.考える手がかり
・「少女たちの「ひろしま」」

・「「ふしぎ」ということ」

文章の構成や内容
を的確に捉えながら
読んで、論じられて
いる事柄について考
えることができる。

6.働く喜び
・「はじめに「言葉」がある」

・「楽に働くこと、楽しく働くこと」

まざまな観点から書
かれた働く人の文章
を読んで、働くことに
ついて考えを深め
る。

4.現実の中で
・「思考の肺活量」

・「安心について」

表現に注意して評論
を読み、提示された
問題を的確に把握
する。

3.人間と知性
・「学ぶことと人間の知恵」

・「ラップトップ抱えた「石器人」」

人間と知性を巡る複
数の評論を読んで、
自分の考えを深め
る。

5.ものの見方
・「弱肉強食は自然の摂理か」

・「複数の「わたし」」

学問的な見地から書
かれた評論を読ん
で、ものの見方を広
げる。

単位認定試験


